
光
こうみょう

明実
じっせん

践委
い　いん

員の皆
みなさま

様は、このような情
じょうほう

報に

決
けっ

して惑
まど

わされないよう、また、生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でん

道
どう

本
ほんぶ

部が発
はっしん

信する情
じょうほう

報でないも

のについては、無
む　し

視して頂
いただ

きますよう、お

願
ねが

いいたします。

　 生
せいちょう

長 の 家
いえ

ブ ラ ジ ル 伝
でんどう

道 本
ほんぶ

部 は、 こ の

「怪
かいぶんしょ

文書」に関
かん

する情
じょうほう

報を収
しゅうしゅう

集し、次
つぎ

のよう

に見
けんかい

解を申
もう

し上
あ

げます。

　「怪
かいぶんしょ

文書」の類
たぐい

として出
でまわ

回っているものは、

日
に　ほん

本で発
はっこう

行されている雑
ざっし

誌『谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生

を学
まな

ぶ』の一
いちぶ

部であることが判
はんめい

明していま

す。

　 宗
しゅうきょう

教 法
ほうじん

人 ｢ 生
せいちょう

長 の 家
いえ

｣ が 雑
ざっし

誌 な ど、

教
きょうか

化支
し　ぶ

部教
きょうか

化組
そしき

織代
だいひょうしゃかい

表者会の皆
みなさま

様

地
ち　ほう

方講
こうし

師・光
こうみょう

明実
じっせん

践委
い　いん

員の皆
みなさま

様

生
せいちょう

長の家
いえ

幹
かんぶ

部及
およ

び一
いっぱん

般信
しんと

徒の皆
みなさま

様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

宗
しゅう

教
きょう

法
ほうじん

人 ｢ 生
せいちょう

長の家
いえ

｣（国
こくさい

際本
ほんぶ

部）及
およ

び生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部を

誹
ひ　ぼう

謗・中
ちゅうしょう

傷する文
ぶんしょ

書について

合
がっしょう

掌ありがとうございます。

　生
せいちょう

長の家
いえ

の生
せいめい

命の兄
きょうだい

弟姉
し　まい

妹の皆
みなみな

々様
さま

には、

生
せいちょう

長の家
いえ

人
じんるい

類光
こうみょうか

明化運
うんどう

動・国
こくさい

際平
へいわ

和信
しんこう

仰

運
うんどう

動のため、常
つね

にご尽
じんりょく

力を賜
たまわ

りますことに

心
こころ

より感
かんしゃ

謝申
もう

し上
あ

げます。

１． 宗
しゅうきょう

教 法
ほうじん

人 ｢ 生
せいちょう

長の家
いえ

｣（国
こくさい

際本
ほんぶ

部）を

誹
ひ　ぼう

謗・中
ちゅうしょう

傷する文
ぶんしょ

書について

　

  最
さいきん

近、ブラジル国
こくない

内に於
お

いて、様
さまざま

々な

「怪
かいぶんしょ

文書」と言
い

っても過
か　ごん

言でないようなもの

が教
きょうか

化支
し　ぶ

部や信
しんと

徒の元
もと

に送
おく

りつけられたり

しています。このため、一
いちぶ

部の信
しんと

徒に動
どうよう

揺

が見
み

られますが、信
しんと

徒の皆
みなさま

様や地
ち　ほう

方講
こうし

師・

2010 年 8月
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出
しゅっぱんぶつ

版物を出
だ

すときは、そのほとんどの場
ばあい

合、

編
へんしゅう

集・出
しゅっぱん

版当
とう

の業
ぎょうむ

務は生
せいちょう

長の家
いえ

の出
しゅっぱんぶつ

版物の

発
はっこう

行会
がいしゃ

社である株
かぶしき

式会
がいしゃ

社日
に

本
ほん

教
きょう

文
ぶんしゃ

社が担
たんとう

当

し、配
はいふ

布業
ぎょうむ

務は生
せいちょう

長の家
いえ

の出
しゅっぱんぶつ

版物の配
はいふ

布

法
ほうじん

人である財
ざいだん

団法
ほうじん

人世
せ　かい

界聖
せいてん

典普
ふきゅう

及協
きょうかい

会が行
おこな

います。従
したが

いまして、当
とう

雑
ざっし

誌『谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生を学
まな

ぶ』と生
せいちょう

長の家
いえ

は一
いっさい

切関
かんけい

係ありま

せん。

　この雑
ざっし

誌の中
なか

には、宗
しゅうきょう

教法
ほうじん

人 ｢
「

生
せいちょう

長の家
いえ

｣（国
こくさい

際本
ほんぶ

部）の運
うんどう

動を妨
ぼう

害
がい

しようと思
おも

われ

る、事
じ　じつ

実と異
こと

なる内
ないよう

容や、誹
ひ　ぼう

謗・中
ちゅうしょう

傷する

記
き　じ

事が多
おお

く見
み

られます。これらの記
き　じ

事は、

宗
しゅうきょう

教 法
ほうじん

人 ｢ 生
せいちょう

長の家
いえ

｣ や関
かんけい

係団
だんたい

体に以
い　ぜん

前

勤
つと

めていた元
もとしょくいん

職員や、既
すで

に生
せいちょう

長の家
いえ

の運
うんどう

動

を離
はな

れた元
もとしんと

信徒等
など

が行
おこな

っている発
はつげん

言であり、

宗
しゅうきょう

教 法
ほうじん

人 ｢ 生
せいちょう

長の家
いえ

｣（国
こくさい

際本
ほんぶ

部）や生
せいちょう

長

の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部が行
おこな

ったものではあ

りません。また、生
せいちょう

長の家
いえ

の幹
かんぶ

部が行
おこな

って

いるものでもありませんので、決
けっ

して惑
まど

わ

されないようにお願
ねが

いいたします。

　今
こんご

後はこの雑
ざっし

誌に関
かん

する情
じょうほう

報に触
ふ

れても

動
どう

ずることなく、生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道

本
ほんぶ

部が発
はっぴょう

表する公
こうしき

式な見
けんかい

解を尊
そんちょう

重され、

中
ちゅうしん

心帰
き　いつ

一の心
こころ

をもって対
たいおう

応されることを望
のぞ

む次
し　だい

第です。

２．雑
ざっし

誌『谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生を学
まな

ぶ』及
およ

びその

翻
ほんやく

訳文
ぶん

について

　雑
ざっし

誌『谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生を学
まな

ぶ』は、日
に　ほん

本で

発
はっこう

行されていて、発
はっこうしょ

行所は「谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生

を学
まな

ぶ会
かい

」、発
はっこうにん

行人は中
なかじましょう

島省治
じ

、編
へんしゅうにん

集人は

「谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生を学
まな

ぶ」編
へん

集
しゅう

委
い　いんかい

員会です。

　この雑
ざっし

誌の一
いちぶ

部が何
なにもの

者かの依
い　らい

頼により、

ブラジル国
こく

の政
せいふ

府が認
みと

める公
こうしょう

証翻
ほん

訳
やく

人
にん

に

よって翻
ほんやく

訳され、日
に　ほん

本国
こくない

内の生
せいちょう

長の家
いえ

の

幹
かんぶ

部が発
はっぴょう

表している見
けんかい

解であるかのように、

あるいは公
こうしょう

証翻
ほんやくにん

訳人が作
さくせい

成した翻
ほんやく

訳文
ぶん

のた

め、あたかも正
ただ

しい内
ないよう

容の文
ぶんしょ

書であるかの

ような誤
あやま

った印
いんしょう

象や錯
さっかく

覚を一
いっぱん

般の信
しんと

徒や

地
ち　ほう

方講
こうし

師等
など

に与
あた

え、これが原
げんいん

因で混
こんらん

乱が引
ひ

き起
お

こされていると推
すいさつ

察されます。

３．良
りょうしき

識が疑
うたが

われる雑
ざっし

誌の内
ないよう

容

  3.1　ブラジルで行
おこな

われた「国
こくさい

際教
きょう

修
しゅうかい

会」

について

　これら出
で　まわ

回っています文
ぶんしょ

書の内
ないよう

容を見
み

ま

すと、著
いちじる

しく事
じ　じつ

実に反
はん

しています。

　その一
いちれい

例を申
もう

し上
あ

げますと、同
どうし

誌 35 号
ごう

には、“海
かいがい

外匿
とくめい

名”として、2004 年
ねん

7 月
がつ
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31 日
にち

及
およ

び 8 月
がつ

1 日
ついたち

にブラジルで開
かいさい

催さ

れた「世
せ　かい

界平
へいわ

和のための生
せいちょう

長の家
いえ

国
こく

際
さい

教
きょう

修
しゅうかい

会」について次
つぎ

のような記
き　じゅつ

述が見
み

られま

す。

　（前
ぜんりゃく

略）昨
さくねん

年、つまり平
へいせい

成十六年
ねん

七月
がつ

三十一日
にち

と八月
がつ

一
ついたち

日の両
りょうじつ

日に亘
わた

り、ブラ

ジルで講
こうし

師及
およ

び光
こうみょう

明実
じっせん

践委
い　いん

員の教
きょう

修
しゅうかい

会

が日
にちご

語部
ぶ

とブラジル語
ご

の部
ぶ

と合
ごう

同
どう

で通
つうやく

訳

付
つ

きで開
かいさい

催されたのです。目
もくひょう

標は四
よんせん

千名
めい

動
どういん

員 で あ り ま し た が、 実
じっさい

際 の 参
さんか　しゃ

加 者 は

二千
せん

七百
ひゃく

六十八名
めい

であった、それも講
こうし

師と

光
こうみょう

明実
じっせん

践委
い　いん

員合
あ

わせて八
は

百
っぴやく

二十三名
めい

で、

残
のこ

りの千
せん

九百
ひゃく

四十五名
めい

は初
しょしんしゃ

心者に近
ちか

い、

真
しんり

理の勉
べんきょう

強があまり進
すす

んでいない人
ひと

達
たち

であ

りました。

　　さて、講
こうわ

話の内
ないよう

容は自
し　ぜん

然環
かんきょう

境とかクロー

ンの実
じったい

態それに遺
い　でんし

伝子云
うんぬん

々でした。( 以
い　か

下

略
りゃく

)

　この文
ぶんしょう

章では、ブラジルの参
さんか

加 目
もくひょう

標 数
すう

は 4000 名
めい

、地
ち　ほう

方講
こうし

師・光
こうみょう

明実
じっせん

践委
い

員
いん

が僅
わず

か 823 名
めい

、残
のこ

りの 1,945 名
めい

は“初
しょしんしゃ

心者に近
ちか

いもの”で、合
ごうけい

計 2,768 名
めい

とのことですが、

実
じっさい

際のところ、ブラジルの参
さんか

加 目
もくひょう

標 数
すう

は

3000 名
めい

（会
かいじょう

場の最
さいこう

高 収
しゅうよう

容 数
すう

）、国
こくない

内から

の参
さんか　しゃ

加者数
すう

は 2,706 名
めい

であり、内
うちわけ

訳は地
ち　ほう

方

講
こうし

師･ 光
こうみょう

明 実
じっせん

践委
い　いん

員が 2,158 名
めい

（日
に　ほんご

本語部
ぶ

の地
ち　ほう

方講
こうし

師 293 名
めい

、ポルトガル語
ご

部
ぶ

の地
ち　ほう

方

講
こうし

師・光
こうみょう

明実
じっせん

践委
い　いん

員 1,865 名
めい

）、その他
た

、

ラテン・アメリカ教
きょうか

化総
そうちょう

長の許
きょか

可を得
え

て

参
さんか

加した幹
かんぶ

部が 548 名
めい

です。

　この他
ほか

に、ラテン・アメリカ諸
しょこく

国及
およ

びポ

ルトガル国
こく

より 17 名
めい

の地
ち　ほう

方講
こうし

師・光
こう

明
みょう

実
じっせん

践委
い　いん

員及
およ

び当
とう

該
がい

国
こく

の幹
かんぶ

部が参
さんか

加し、さら

に本
ほんぶ

部講
こうし

師及
およ

び本
ほんぶ

部講
こうし

師補
ほ

17 名
めい

が加
くわ

わり、

参
さんか　しゃ

加者総
そうすう

数は 2,740 名
めい

でしたので、この

記
きじゅつ

述の数
すうじ

字はまったく根
こんきょ

拠のない誤
あやま

りです。

　「講
こうわ

話の内
ないよう

容は自
し　ぜん

然環
かんきょう

境とかクローンの

実
じったい

態それに遺
い　でんし

伝子云
うんぬん

々でした」との事
こと

です

が、実
じっさい

際にこの時
とき

取
と

り上
あ

げられたテーマ

は、一
いちにち

日目
め

が「原
げんり

理主
しゅぎ

義を超
こ

えて」、二
ふつか

日

目
め

は「平
へいわ

和研
けんきゅう

究」でした。従
したがい

いまして、こ

の「海
かいがい

外匿
とくめい

名」なる者
もの

が言
い

うような「講
こうわ

話

の内
ないよう

容が自
し　ぜん

然環
かんきょう

境とかクローンの実
じったい

態それ

に遺
い　でんし

伝子云
うん

々
ぬん

」とはかけ離
はな

れた内
ないよう

容であり、

おそらく教
きょう

修
しゅうかい

会に参
さんか

加していない者
もの

が書
か

い

たと思
おも

われます。もし参
さんか

加していたなら、

当
とうじつ

日配
はいふ

布された資
しりょう

料を持
も

っているはずであ

り、この様
よう

な嘘
うそ

偽
いつわ

りが書
か

けるはずがありま

せん。察
さっ

するところ、国
こくさい

際教
きょう

修
しゅうかい

会が何
なに

であ

るかさえ解
わか

らない者
もの

の文
ぶんしょう

章であると思
おも

われ、

「海
かいがい

外匿
とくめい

名」とあるものの、偽
ぎ　そう

装された文
ぶんしょう

章

であることさえ考
かんが

えられ、この様
よう

な文
ぶんしょう

章を

掲
けいさい

載する雑
ざっし

誌そのものの良
りょうしき

識を疑
うたが

うばかり

です。
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3.2　創
そうし　しゃ

始者・谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生のご著
ちょしょ

書は今
いま

も

沢
たくさん

山出
しゅっぱん

版されています

　

    雑
ざっし

誌『谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生を学
まな

ぶ』の裏
うら

表
びょうし

紙に

は、「谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生絶
ぜっぱん

版聖
せいてん

典一
いちらん

覧」として

30 冊
さつ

程
ほど

の聖
せいてん

典が毎
まいつき

月のように載
の

せられてい

ます。

　しかし、日
に　ほん

本教
きょう

文
ぶんしゃ

社から出
しゅっぱん

版されている

書
しょせき

籍の内
うち

、325 冊
さつ

が六先
せんせい

生（谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生、

谷
たにぐち

口清
せい

超
ちょう

先
せんせい

生、谷
たにぐち

口雅
まさのぶ

宣先
せんせい

生、谷
たにぐち

口輝
てるこ

子

先
せんせい

生、谷
たにぐち

口恵
え　み　こ

美子先
せんせい

生、谷
たに

口
ぐち

純
じゅんこ

子先
せんせい

生）の

書
しょせき

籍であり、この内
うち

、谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生の書
しょせき

籍

は 205 冊
さつ

にのぼり現
げん

在
ざい

も出
しゅっぱん

版され続
つづ

けてい

ます。

　なお、谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生のご著
ちょしょ

書の内
うち

“重
じゅうはん

版

保
ほりゅう

留”になっているご著
ちょしょ

書の主
おも

な理
り　ゆう

由は、

以
い　か

下のとおりです。

　（１）経
けいざいじょう

済上の理
り　ゆう

由

　　　　最
もっと

も多
おお

い理
り　ゆう

由であり、月
げっかん

間平
へいきん

均

出
しゅっこ

庫部
ぶ　すう

数が一
いってい

定の部
ぶ　すう

数を割
わ

り込
こ

み、著
ちょ

者
しゃ

（著
ちょさくけん

作権者
しゃ

）のご了
りょうしょう

承を得
え

ているもの

　（２）内
ないよう

容上
じょう

の理
り　ゆう

由

　　　1)  大
だいとうあ

東亜戦
せんそう

争に関
かん

して、その原
げんいん

因

や評
ひょうか

価に誤
ご　かい

解を招
まね

きやすい箇
か　しょ

所があるもの

　　　2)　政
せいじ　てき

治的活
かつどう

動をすべきとの誤
ご　かい

解を

招
まね

く箇
かしょ

所があるもの

　かって日
に　ほん

本では、「生
せいちょう

長の家
いえ

政
せいじ

治連
れんごう

合」と

いう政
せいじ

治団
だんたい

体をつくって活
かつどう

動していた時
じ　き

期

がありました。この政
せいじ

治団
だんたい

体は 1983 年
ねん

に

活
かつどう

動を停
てい

止
し

し、以
い　らい

来政
せいじ　てき

治的活
かつどう

動を行
おこな

ってお

りません。

　ところで、雑
ざっし

誌『谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生を学
まな

ぶ』

の発
はっこうにん

行人、中
なかじま

島省
しょう

治
じ

氏
し

は、日
に　ほん

本教
きょう

文
ぶん

社
しゃ

の元
もと

社
しゃちょう

長です。同
どうし

氏が日
に　ほん

本教
きょう

文
ぶんしゃ

社に社
しゃちょう

長

として勤
つと

められた当
とうじ

時も、様
さまざま

々な聖
せいてん

典の

重
じゅうはん

版 保
ほ　りゅう

留の議
ぎ　けつ

決は行
おこな

われて来
き

ましたの

で、立
たちばじょう

場上、中
なかじま

島氏
し

はこれらの決
けってい

定に深
ふか

く

関
かか

わっていて、ここに述
の

べました理
り　ゆう

由など

はよくご存
ぞん

じの筈
はず

です。それにもかかわら

ず、明
めいかく

確な理
り　ゆう

由を述
の

べないままにこのよう

な情
じょうほう

報を毎
まいつき

月の雑
ざっし

誌に載
の

せると言
い

うことは、

人
ひとびと

々を混
こん

乱
らん

させ、生
せいちょう

長の家
いえ

の運
うんどう

動を妨
ぼう

害
がい

す

るためのものであると思
おも

われます。

  3.3　創
そうししゃ

始者・谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生の著
ちょさくけん

作権とそ

のご著
ちょしょ

書を護
まも

る生
せいちょう

長の家
いえ

　

宗
しゅうきょう

教 法
ほうじん

人 ｢ 生
せいちょう

長の家
いえ

｣（国
こくさい

際本
ほんぶ

部）では

聖
せいてん

典『生
せいめい

命の實
じつそう

相』や『真
しんり

理』をはじめと

する、創
そうし　しゃ

始者・谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生のご著
ちょしょ

書を

教
きょうだん

団の大
たいせつ

切な聖
せいてん

典であると考
かんが

えています。

特
とく

に『生
せいめい

命の實
じつそう

相』については「生
せいちょう

長の家
いえ

教
きょう

規
き

」第
だい

２章
しょう

目
もくてき

的第
だい

２条
じょう

(1) にあるように、
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「谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

創
そうし

始の、生
せいちょう

長の家
いえ

の教
きょうぎ

義に基
もとづ

き、

その主
しゅちょ

著『生
せいめい

命の實
じつそう

相』を鍵
かぎ

として、万
ばん

教
きょう

共
きょうつう

通の　宗
しゅうきょう

教真
しんり

理を開
かい

示
じ

し、これを宣
せんぷ

布す

ることによって、人
じんるい

類光
こうみょうか

明化につくすこと。」

となっています。従
したが

いまして、生
せいちょう

長の家
いえ

で

は『生
せいめい

命の實
じつそう

相』を今
こんご

後も大
たいせつ

切に、いつま

でも教
おし

えの基
き　ほん

本として護
まも

って行
ゆ

く所
しょぞん

存です。

　 宗
しゅうきょう

教 法
ほうじん

人 ｢ 生
せいちょう

長の家
いえ

｣（国
こくさい

際本
ほんぶ

部）が、

どれだけ谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生のご著
ちょしょ

書とその教
おし

え

を重
じゅうし

視・尊
そんちょう

重しているかを、如
にょじつ

実に示
しめ

す 証
あかし

の一つとして申
もう

し上
あ

げますが、現
げんざい

在、宗
しゅうきょう

教

法
ほうじん

人 ｢ 生
せいちょう

長の家
いえ

｣ は前
ぜん

生
せいちょう

長の家
いえ

白
しろ

鳩
はとかい

会総
そうさい

裁・

谷
たにぐち

口恵
え　み　こ

美子先
せんせい

生と共
とも

に、著
ちょさくけん

作権関
かんれん

連訴
そしょう

訟を

東
とうきょう

京 地
ち　ほう

方裁
さいばんしょ

判所に提
てい

起
き

していて、訴
そしょう

訟は

株
かぶしき

式会
がいしゃ

社 光
こうみょう

明 思
し　そうしゃ

想社（＊ ３）並
なら

びに生
せいちょう

長

の家
いえ

社
しゃかい

会事
じぎょうだん

業団（＊ 4）を被
ひ　こく

告としています。

   ＊ ３：元
もと

日
に　ほん

本教
きょう

文
ぶんしゃ

社の社
しゃいん

員によって

設
せつりつ

立された出
しゅっぱんしゃ

版社

   ＊ 4：生
せいちょう

長の家
いえ

社
しゃかい

会事
じぎょうだん

業団とは社
しゃかい

会厚
こうせい

生

事
じぎょう

業並
なら

びに社
しゃかい

会文
ぶんか

化事
じ　ぎょう

業の発
はってん

展強
きょうか

化を図
はか

る

ことを目
もくてき

的とする宗
しゅうきょう

教法
ほうじん

人 ｢ 生
せいちょう

長の家
いえ

｣ の

関
かんけい

係団
だんたい

体

　この訴
そ　しょう

訟は、 宗
しゅうきょう

教 法
ほうじん

人 ｢ 生
せいちょう

長の家
いえ

｣ の

意
い　と

図方
ほうしん

針に反
はん

して、これら被
ひ　こく

告が昭
しょうわ

和 16

年
ねん

9 月
がつ

1
つい

日
たち

発
はっこう

行の旧
きゅうばん

版『生
せいめい

命の實
じつそう

相』第
だい

16 巻
かん

（現
げんざい

在出
しゅっぱん

版されている『生
せいめい

命の實
じつ

相
そう

』

（頭
とうちゅうばん

注版）は、昭
しょうわ

和 37 年
ねん

12 月
がつ

1
とう

0 日
か

発
はっこう

行

のものであり、内
ないよう

容も異
こと

なります）の一
いちぶ

部

だけを抜
ぬ

き出
だ

し、さらに本
ほんらい

来の表
ひょうだい

題を変
か

え

て発
はっかん

刊するといった、著
ちょさくしゃ

作者の意
い　し

思を無
む　し

視

した行
こうい

為を行
おこな

うなど、著
ちょさくけん

作権を侵
しん

害
がい

する彼
かれ

らの暴
ぼうきょ

挙は目
め

に余
あま

るものがあり、やむを得
え

ず、株
かぶしき

式会
がいしゃ

社 光
こうみょう

明 思
し　そう

想社
しゃ

並
なら

びに生
せいちょう

長の家
いえ

社
しゃかい

会事
じ

業
ぎょうだん

団を被
ひ　こく

告として提
ていそ

訴しているもの

です。

　被
ひ　こく

告である株
かぶしき

式会
がいしゃ

社 光
こうみょう

明 思
し　そうしゃ

想社及
およ

び

生
せいちょう

長の家
いえ

社
しゃかい

会事
じぎょうだん

業団は、『生
せいめい

命の實
じつ

相
そう

』の

著
ちょさくけんしゃ

作権者である谷
たにぐち

口恵
え　み　こ

美子先
せんせい

生および宗
しゅうきょう

教

法
ほうじん

人 ｢ 生
せいちょう

長の家
いえ

｣ の権
けんり

利を侵
しん

害
がい

し、また、

著
ちょしゃ

者である谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生の人
じんかくてき

格的利
り　えき

益を妨
ぼう

害
がい

し、さらに宗
しゅうきょう

教法
ほうじん

人 ｢ 生
せいちょう

長の家
いえ

｣ の布
ふきょう

教

活
かつどう

動に対
たい

する不
ふ　とう

当な妨
ぼうがい

害を行
おこな

っているので、

これを除
のぞ

く必
ひつよう

要があるとして、訴
そしょう

訟が行
おこ

わ

れているものです。この問
もんだい

題については、

別
べっ

途
と

、宗
しゅうきょう

教法
ほうじん

人 ｢ 生
せいちょう

長の家
いえ

｣ の発
はっしん

信した詳
くわ

しい説
せつめい

明文
ぶん

（見
けんかい

解）を翻
ほんやく

訳の上
うえ

、生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部のホームページに掲
けいさい

載し

ますので、そちらをご覧
らん

下
くだ

さい。

（リンク先
さき

：http://www.sni.org.br)

  

3.4　被
ひ　こく

告・株
かぶしき

式会
がいしゃ

社 光
こうみょう

明 思
し　そう

想社
しゃ

と生
せいちょう

長の

家
いえ

社
しゃかい

会事
じぎょうだん

業団は「谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生を学
まな

ぶ会
かい

」

の関
かんけい

係団
だんたい

体
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   参
さんこう

考のために申
もう

し上
あ

げますが、株
かぶしき

式会
がいしゃ

社

光
こうみょう

明 思
し　そう

想社
しゃ

及
およ

び生
せいちょう

長の家
いえ

社
しゃかい

会事
じぎょう

業団
だん

は、

「谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生を学
まな

ぶ会
かい

」の関
かんけい

係団
だんたい

体であり、

「谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生を学
まな

ぶ会
かい

」のホームページに

は「関
かんけい

係団
だんたい

体リンク」として、これらの二
ふた

つの団
だんたい

体の名
な

前
まえ

が載
の

せられています。ここ

からも、雑
ざっし

誌『谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生を学
まな

ぶ』が、

同
おな

じように 宗
しゅうきょう

教 法
ほうじん

人 ｢ 生
せいちょう

長の家
いえ

｣（国
こくさい

際

本
ほんぶ

部）の運
うんどう

動を妨
ぼう

害
がい

しようとしてることが

分
わ

かります。

4.　今
いま

の時
じ　だい

代に即
そくおう

応する運
うんどう

動

  4.1　創
そうし　しゃ

始者・谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生の教
おし

えを護
まも

りながら、「生
い

きた宗
しゅうきょう

教」として発
はってん

展する

「生
せいちょう

長の家
いえ

の運
うんどう

動」

　 宗
しゅうきょう

教 法
ほうじん

人 ｢ 生
せいちょう

長の家
いえ

｣（国
こくさい

際本
ほんぶ

部）では

今
こんご

後も生
せいちょう

長の家
いえ

の創
そうし　しゃ

始者・谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生及
およ

び前
ぜんそうさい

総裁・谷
たにぐち

口清
せい

超
ちょう

先
せんせい

生の教
おし

えを大
たいせつ

切にし

ながら、同
どうじ

時に「生
い

きた宗
しゅうきょう

教」として、今
いま

の時
じ　だい

代に即
そくおう

応する教
おし

えを弘
ひろ

めています。

　上
じょうき

記 3.3 で説
せつめい

明しました訴
そしょう

訟問
もんだい

題でも分
わ

かりますように、谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生ご自
じ

身
しん

も、

初
はじ

めに発
はっこう

行された『生
せいめい

命の實
じつそう

相』をそのま

ま発
はっこう

行し続
つづ

けたのではなく、その後
ご

、何
なんど

度

も内
ないよう

容を見
み　なお

直され、一
いちぶ

部を削
さく

除
じょ

したり、

必
ひつよう

要と思
おも

われる加
か　ひつ

筆を行
おこな

うなど、その時
じ　だい

代

に相
ふさわ

応しいものに書
か

き換
か

えられて来
き

ました。

これは昭
しょうわ

和 37 年
ねん

だけではなく、昭
しょうわ

和７年
ねん

に初
はじ

めて『生
せいめい

命の實
じつそう

相』が発
はっかん

刊された後
あと

、

昭
しょうわ

和８年
ねん

から様
さまざま

々な変
へんせん

遷を経
へ

て、昭
しょうわ

和 10

～ 16 年
ねん

には全
ぜん

20 巻
かん

からなる作
さくひん

品となりま

した。しかし、先
せんせい

生の改
かいてい

訂は続
つづ

けられ、特
とく

に戦
せんご

後（昭
しょうわ

和 20 年
ねん

以
い　こう

降）は新
あら

たな改
かいてい

訂が

行
おこな

われ、昭
しょうわ

和 37 年
ねん

には「頭
とうちゅうばん

注版」が発
はっこう

行

されるようになり、これが現
げんざい

在の『生
せいめい

命の

實
じつそう

相』として多
おお

くの人
ひとびと

々に知
し

られているも

のです。これは、谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生が、教
おし

えを

その時
じ　だい

代に相
そうおう

応したかたちで弘
ひろ

める必
ひつようせい

要性

を自
みずか

ら示
しめ

された歴
れき

史
し

的
てき

事
じ　じつ

実です。

　しかし、今
いま

では創
そうし　しゃ

始者・谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生、

そして第
だい

二代
だいめ

目総
そうさい

裁・谷
たにぐち

口清
せい

超
ちょう

先
せん

生
せい

も高
たか

き

神
しんかい

界にお戻
もど

りになりました。今
こんご

後は、法
ほう

燈
とう

を継
けいしょう

承された第
だい

三代
だいめ

目生
せい

長
ちょう

の家
いえ

総
そうさい

裁・谷
たにぐち

口

雅
まさのぶ

宣先
せんせい

生を中
ちゅうしん

心として、私
わたし

たちは時
じ　だい

代に

即
そくおう

応する、生
い

きた宗
しゅうきょう

教として、人
じんるい

類光
こうみょうか

明化

運
うんどう

動・国
こくさい

際平
へいわ

和信
しんこう

仰運
うんどう

動を進
すす

めてまいりま

す。

　4.2　生
せいちょう

長の家
いえ

は時
じ　だい

代に即
そくおう

応したかたちの

運
うんどう

動を展
てんかい

開しています

　生
せいちょう

長の家
いえ

の信
しんこう

仰は人
じんるい

類を照
て

らす真
しんり

理の



�

燈
とうだい

台として、その時
じ　だい

代の状
じょうきょう

況を踏
ふ

まえて、

「神
かみ

の国
くに

の構
こうず

図」を顕
けんげん

現するために適
てきせつ

切に

真
しんり

理を説
と

いているのであり、それでこそ人
ひとびと

々

や世
せ　かい

界を救
きゅうさい

済することができるのでありま

すから、その時
じ　だい

代に相
ふさわ

応しい信
しんこう

仰運
うんどう

動とな

るのは理
り

の当
とうぜん

然であります。このことを

理
り　かい

解しないで、過
か　こ

去の運
うんどう

動形
けいたい

態を今
いま

の時
じ　だい

代

に実
じっせん

践しようとしたりすることは、時
じ　だい

代そ

のものが大
おお

きく変
か

わっているのですから、

現
げんだい

代に当
あ

てはまらないので救
すく

う力
ちから

にはなら

ないのです。

　それ故
ゆえ

に、半
はんせいき

世紀あるいはそれ以
いじょう

上も前
まえ

にお書
か

きになったご文
ぶんしょう

章を、全
ぜんぶ

部発
はっぴょう

表する

必
ひつよう

要はないのであり、仮
かり

に発
はっぴょう

表しても正
ただ

し

く理
り　かい

解してもらうためには、多
おお

くの資
しりょう

料や

解
かいせつ

説を必
ひつよう

要とするのです。現
げんだい

代の「生
せいちょう

長の

家
いえ

」は、「国
こくさい

際平
へいわ

和信
しんこう

仰運
うんどう

動」として国
くに

や

民
みんぞく

族を超
こ

えて世
せ　かい

界のあらゆる人
ひとびと

々に御
み　おし

教え

を伝
つた

えることが目
もくてき

的であり、このような

時
じ　だい

代においては、世
せ　かい

界の人
ひとびと

々に共
きょうかん

感・共
きょうめい

鳴

される真
しんり

理の説
と

き方
かた

が必
ひつよう

要です。従
したが

って今
いま

の運
うんどう

動に必
ひつよう

要なものはきちんと発
はっぴょう

表して、

敢
あ

えて戦
せんじ　ちゅう

時中などのご文
ぶんしょう

章を発
はっぴょう

表して人
ひとびと

々

の誤
ご　かい

解や偏
へん

見
けん

を招
まね

かないようにしています。

　また、多
おお

くの資
しりょう

料や解
かいせつ

説を必
ひつよう

要とするよ

うな文
ぶんしょう

章を発
はっぴょう

表せずとも、生
せいちょう

長の家
いえ

では

時
じ　だい

代に即
そくおう

応した文
ぶんしょ

書を適
てきじ

時に発
はっぴょう

表し、今
こんご

後

も発
はっぴょう

表して参
まい

りますので、地
ち　ほう

方講
こうし

師、光
こうみょう

明

実
じっせん

践委
い　いん

員、そして一
いっぱん

般信
しんと

徒の皆
みなさま

様は、ぜひ

これらの文
ぶんしょ

書を購
こう

読
どく

され、今
いま

の時
じ　だい

代に相
ふさわ

応

しい教
おし

えを学
まな

び、人
じんせい

生の中
なか

で役
やくだ

立てて、幸
しあわ

せな生
せいかつ

活を送
おく

って頂
いただ

きたく考
かんが

える次
し　だい

第です。

５.　生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部が行
おこな

ってい

る「儀
ぎしき

式」や「行
ぎょう

」の見
みなお

直しについて

  ５. １　「儀
ぎしき

式」や ｢ 行
ぎょう

｣ の見
みなお

直しについて

　生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部では、現
げんざい

在

「儀
ぎしき

式」や「行
ぎょう

」の見
み　なお

直しについて取
と

り組
く

んでいますが、これらの検
けんとう

討を行
おこな

うために

指
し　しん

針として用
もち

いているのが 1994 年
ねん

4 月
がつ

5

日
か

に 宗
しゅうきょう

教 法
ほうじん

人 ｢ 生
せいちょう

長の家
いえ

｣（国
こくさい

際本
ほんぶ

部）の

理
り　じ　かい

事会で決
けってい

定された「生
せい

長
ちょう

の家
いえ

における

儀
ぎ　しき

式の基
き　ほんてき

本的な考
かんが

え方
かた

」（別
べっし

紙－１）です。

　生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部が儀
ぎ　しき

式の見
み　なお

直

しなどを行
おこな

う場
ば　あい

合は、この「生
せいちょう

長の家
いえ

におけ

る儀
ぎ　しき

式の基
き　ほんてき

本的な考
かんが

え方
かた

」を指
し　しん

針として、生
せいちょう

長の

家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部の中
ちゅうおう

央教
きょうか

化組
そしき

織代
だいひょうしゃ

表 者会
かいぎ

議

の責
せきにん

任のもとで決
き

められるのです。

　一
いちぶ

部の信
しんと

徒や地
ち　ほう

方講
こうし

師から『生
せいちょう

長の家
いえ

ブ

ラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部では「行
ぎょう

や儀
ぎしき

式」を勝
かって

手に
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作
つく

り替
か

えていて、生
せいちょう

長の家
いえ

国
こくさい

際本
ほんぶ

部の方
ほうしん

針

を反
はんえい

映させていない』といった類
たぐい

の批
ひ　はん

判が

ありますが、これは事
じ　じつ

実と異
こと

なるものであ

り、生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部ではこの

「生
せいちょう

長の家
いえ

における儀
ぎ　しき

式の基
き　ほんてき

本的な考
かんが

え方
かた

」

の方
ほうしん

針に従
したが

って考
こうあん

案しているものであり、

これによってブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部の「儀
ぎ

式
しき

」

や「行
ぎょう

」が、わが国
くに

の文
ぶんか

化及
およ

び社
しゃかい

会に自
し　ぜん

然

に受
う

け入
い

れられるようなものとなることを

目
め　ざ

指しています。

　生
せいちょう

長の家
いえ

は「人
にんげん

間神
かみ

の子
こ

」「万
ばん

教
きょう

帰
き　いつ

一」

の真
しんり

理を説
と

きますから、世
せ　かい

界各
かっこく

国で伝
でんどう

道す

るにあたり、もし生
せいちょう

長の家
いえ

の「儀
ぎ　しき

式」にど

この国
くに

にも通
つうよう

用するような普
ふ　へんせい

遍性があれば、

それは布
ふきょう

教する上
うえ

で人
ひとびと

々に受
う

け入
い

れられや

すくなりますので、大
たいへん

変都
つ　ごう

合が良
よ

いわけで

す。

　しかし、神
かみ

を祭
さい

祀
し

するのは世
せ　かい

界各
かっこく

国の

人
ひとびと

々が神
かみ

を祭
まつ

るものですから、そこには

人
ひと

・時
とき

・処
ところ

に応
おお

じて色
いろいろ

々の祭
まつ

り方
かた

が考
こうあん

案さ

れています。このため、世
せ　かい

界各
かっ

国
こく

の宗
しゅうきょう

教の

「儀
ぎ　しき

式」の“外
がいけい

形”はまちまちであり、たと

え生
せいちょう

長の家
いえ

がどの様
よう

な「儀
ぎ　しき

式」を考
かんが

え出
だ

し

ても、すべての国
くに

や社
しゃかい

会にもそのまま適
てきよう

用

できるような普
ふ　へんせい

遍性をもたせることは難
むずか

し

いと考
かんが

えます。

　従
したが

いまして、生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部

では、日
に　ほん

本の生
せいちょう

長の家
いえ

が行
おこな

っている「儀
ぎ　しき

式」

や「行
ぎょう

」の形
けいしき

式に拘
かかわ

るのではなく、わが国
くに

に相
ふさわ

応しいものを求
もと

めているのです。

　その中
なか

で、生
せいちょう

長の家
いえ

が特
とく

に注
ちゅうい

意を払
はら

うの

は、生
せいちょう

長の家
いえ

に入
にゅうしん

信して来
き

たブラジル国
こくみん

民

が、祖
そ　せん

先の遺
い　ふう

風を失
うしな

わないよう、むしろ

祖
そ　せん

先崇
すうはい

拝の遺
い　ふう

風を顕
けんしょう

彰できるよう、祖
そ　せん

先の

信
しんこう

仰してきた宗
しゅうきょうてき

教 的儀
ぎ　れい

礼や冠
かんこんそうさい

婚葬祭等
など

を

行
おこな

うべきであると考
かんが

え、しかし、同
どうじ

時に、

生
せいちょう

長の家
いえ

の教
きょうぎ

義が充
じゅうぶん

分に顕
けんしょう

現されることを

求
もと

めているのです。

　つまり、宗
しゅうきょう

教には「心
しんてき

的要
ようそ

素」があり、

これは普
ふ　へんてき

遍的なものですので、これが失
うしな

われないように心
こころくば

配りをし、その一
いっぽう

方、

「儀
ぎ　しき

式」や「行
ぎょう

」などに伴
ともな

う「形
けいしきてき

式的要
ようそ

素」

は普
ふ　へんてき

遍的ではありませんので、形
けいしきてき

式的な

部
ぶ　ぶん

分は人
ひとびと

々に最
もっと

も受
う

け入
い

れられやすい、そ

してわが国
くに

に相
ふさわ

応しいものを模
も　さくちゅう

索中なので

す。

　生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部は 2001 年
ねん

に

「儀
ぎ　しき

式」や「行
ぎょう

」の見
みなお

直しについて検
けんとう

討を

開
かいし

始し、これまでおよそ10年
ねん

の年
ねんげつ

月が過
す

ぎ、

今
いま

なお検
けんとう

討は重
かさ

ねられています。これらの

検
けんとう

討は多
た　ぎ

岐にわたります。

　例
たと

えばブラジル民
みんぞく

族がこれまで培
つちか

ってき

た文
ぶんか

化、宗
しゅうきょう

教、信
しんこう

仰心
しん

、風
ふうしゅう

習、一
いっぱん

般社
しゃかい

会や
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国
こくみん

民の経
けいざい

済や文
ぶんか

化の発
はってん

展に伴
ともな

う人
ひとびと

々の様
さまざま

々

な傾
けいこう

向など、さらにブラジルは移
い　みん

民国
こく

です

ので、人
ひとびと

々のルーツである先
せんぞ

祖の母
ぼ　こく

国の

文
ぶんか

化等
など

も視
し　や

野に入
い

れるなど、様
さまざま

々な事
ことがら

柄に

ついて検
けんとう

討し、試
し　こう

行錯
さくご

誤を何
なんど

度となく繰
く

り

返
かえ

して来
き

ました。

　それだけではなく、練
れんせい

成 道
どうじょう

場 等
など

に参
さんか

加

した人
ひとびと

々にアンケートをお願
ねが

いしたり、

参
さんか　しゃ

加者の反
はんのう

応を見
み

る等
など

、実
じっし

施後
ご

の経
けいか

過を

具
ぐ  たいてき

体的に探
さぐ

り、また、種
しゅじゅ

々の事
じ  こう

項が実
じっさい

際に

実
じっこう

行に移
うつ

された時
じ  てん

点で一
いっぱん

般の信
しんと

徒や地
ち  ほう

方

講
こうし

師・光
こうみょう

明実
じっせん

践委
い

員
いん

等
など

にどの様
よう

に受
う

け止
と

め

られているのかなど、反
はんのう

応や感
かんそう

想を調
しら

べな

がら今
こんにち

日に至
いた

りました。

　この様
よう

な「儀
ぎしき

式」や「行
ぎょう

」の見
みなお

直しは

2001 年
ねん

以
い  ぜん

前にも必
ひつよう

要に応
おお

じて行
おこな

われて来
き

ました。例
たと

えば 1995 年
ねん

には、ポルトガル

語
ご

のみ、あるいは日
にち

ポ両
りょうご

語で「招
かみ

神
よびうた

歌」及
およ

び「大
だいちょうわ

調和の歌
うた

」を唱
とな

える事
こと

が認
みと

められ、

それまで「招
かみ

神
よびうた

歌」を日
に  ほんご

本語で唱
とな

えること

にあまり自
じ  しん

信のなかった地
ち  ほう

方講
こうし

師や光
こうみょう

明

実
じっせん

践委
い  いん

員等
など

は、ポルトガル語
ご

だけで唱
とな

える

ようになりました。

　このようにして「儀
ぎ  しき

式」や「行
ぎょう

」のやり方
かた

は、

これまでの検
けんとう

討結
けっか

果を反
はんえい

映させながら実
じっし

施

に移
うつ

され、それなりの成
せいか

果が見
み

られるよう

になってきたのではないかと考
かんが

えます。し

かし、生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部が行
おこな

って

いる「儀
ぎ

式
しき

」や「行
ぎょう

」は“完
かんせいばん

成版”ではあ

りません。あくまでも“現
げんだんかい

段階”のもので

あり、言
い

うならば“暫
ざんていてき

定的”なものです。

生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部の中
ちゅうおう

央教
きょう

化
か

組
そ  しき

織

代
だいひょうしゃ

表 者会
かいぎ

議では、今
こんご

後とも「生
せいちょう

長の家
いえ

にお

ける儀
ぎ  しき

式の基
き  ほんてき

本的な考
かんが

え方
かた

」に則
のっと

って必
ひつよう

要

な検
けんとう

討を重
かさ

ね、わが国
くに

に相
ふさわ

応しい「儀
ぎ  しき

式」

や「行
ぎょう

」を求
もと

めて行
ゆ

きます。

　なお、「儀
ぎ  しき

式」や「行
ぎょう

」に関
かか

わる問
もんだい

題の中
なか

で、「なぜ招
かみ

神
よびうた

歌を日
に  ほんご

本語ではなく、ポルト

ガル語
ご

で行
おこな

うべきなのか？」といった疑
ぎ  もん

問

については、別
べっと

途、生
せいちょう

長の家
いえ

創
そうし  しゃ

始者・谷
たにぐち

口

雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生のご教
きょうじ

示を基
もと

にした、より詳
くわ

しい

説
せつ

明
めいぶん

文を生
せい

長
ちょう

の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部のホー

ムページに掲
けいさい

載しますので、そちらをご覧
らん

下
くだ

さい。

５. ２　生
せいちょう

長の家
いえ

の独
どくじ  せい

自性について

　今
いままで

迄の儀
ぎ  しき

式を変
か

えることによって「生
せいちょう

長

の家
いえ

の独
どくじ  せい

自性が失
うしな

われる」と危
き  ぐ

惧する人
ひと

も

ありますが、生
せいちょう

長の家
いえ

創
そうし  しゃ

始者・谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

先
せんせい

生は「儀
ぎ  しき

式には生
せいちょう

長の家
いえ

式
しき

と云
い

う型
かた

がな

い」「生
せいちょう

長の家
いえ

独
どくとく

特のものを主
しゅちょう

張しないとこ
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ろに特
とくしょく

色がある」(『生
せいちょう

長の家
いえ

』誌
し

昭
しょうわ

和十五

年
ねん

第
だい

１１輯
しゅう

第
だい

１１号
ごう

) とはっきり説
せつめい

明され

ています。

　従
したが

いまして、一つの型
かた

に固
こ  しつ

執してはなら

ないので、「祖
そ  せん

先の信
しん

じておった宗
しゅうきょう

教の儀
ぎ  れい

礼

に随
したが

って、冠
かんこんそうさい

婚葬祭は行
おこな

う」（同
どうし

誌）べきな

ので、ブラジル人
じん

はブラジル人
じん

の祖
そ  せん

先が信
しん

じていた宗
しゅうきょう

教の儀
ぎ  れい

礼を求
もと

めるべきなのです。

『「教
きょう

義
ぎ

なき教
きょうぎ

義」と等
ひと

しく「儀
ぎ  しき

式なき儀
ぎ  しき

式」

に当
あ

たる』（同
どうし

誌）のが生
せいちょう

長の家
いえ

であります。

　詳
くわ

しくは「別
べっし

紙－１」として添
てんぷ

付しまし

た「生
せいちょう

長の家
いえ

における儀
ぎ  しき

式の基
き  ほん

本的
てき

な考
かんが

え

方
かた

」をご参
さんしょう

照下
くだ

さい。

６.　生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部の運
うんどう

動と

現
げんきょう

況

　

  インターネットやファクシミリなどを通
つう

じて「生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部の運
うんどう

動

が衰
すいたい

退している」、あるいは「聖
せいてん

典、神
しんし

誌

（月
げっかんし

刊誌）、聖
せい

使
し　めい

命会
かいいん

員の減
げんしょう

少が見
み

られる」

などと言
い

った発
はつげん

言が見
み

られますが、これら

もまったく事
じ　じつ

実に反
はん

しています。本
ほんけんかい

見解の

最
さいご

後に載
の

せました「生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道

本
ほんぶ

部－近
きんねん

年の主
おも

な成
せいか

果」（別
べっし

紙ｰ２）にある

実
じっせき

績の数
すうひょう

表が示
しめ

す通
とお

り、運
うんどう

動は着
ちゃくじつ

実に進
しん

展
てん

しております。この数
すうひょう

表に掲
けいさい

載された情
じょうほう

報

は、これまで様
さまざま

々な形
かたち

で一
いっぱん

般公
こう

開
かい

されてき

たものであり、毎
まいつき

月各
かく

教
きょうか

化支
し　ぶ

部へ配
はいふ

布され

る「教
きょうか

化支
し　ぶ

部教
きょうか

化組
そ　しき

織代
だい

表
ひょうしゃ

者会
かい

資
しりょう

料」やそ

の他
た

の資
し　りょう

料に載
の

っている数
すうじ

字を集
しゅうけい

計したも

のです。

６. １　「光
こうみょう

明講
こうざ

座」について

　「光
こうみょう

明講
こうざ

座」は各
かく

教
きょうか

化支
し　ぶ

部で２年
ねん

ごとに

開
かいさい

催されますので、前
ぜんねん

年の数
すうじ

字を今
こ　とし

年の

数
すうじ

字と比
ひ　かく

較しても、対
たいしょう

象となる教
きょうか

化支
し　ぶ

部が

異
こと

なります。そこで２年
ねん

連
れん

続
ぞく

の数
すうじ

字を合
ごうけい

計

すると、多
たしょう

少の誤
ご　さ

差はあっても、全
ぜんこく

国の

教
きょうか

化支
し　ぶ

部を合
ごうけい

計した数
すう

字
じ

になります。

　これらの数
すうじ

字を比
くら

べて見
み

ますと、27,576

名
めい

（2003 年
ねん

）＋ 37,828 名
めい

（2004 年
ねん

）＝

65,404 名
めい

の参
さんか　しゃ

加者が全
ぜんこく

国でみられ、同
どうよう

様

に、2008 年
ねん

と 2009 年
ねん

の合
ごうけい

計では 74,188

名
めい

となり、およそ 9,000 名
めい

の増
ぞうか

加（+13%）

となっています。また、光
こうみょう

明講
こうざ

座で販
はんばい

売

された聖
せいてん

典等
など

の売
うりあげだか

上高も上
じょうしょう

昇傾
けいこう

向にあり、

2004 年
ねん

から 2009 年
ねん

までの成
せいか

果を見
み

ます

と、R$206,480.00 か ら R$466,135.00 と

なり、こちらは倍
ばい

以
いじょう

上の増
ぞうか

加 (+126%) と

なっています。
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６. ２　一
いっぱん

般講
こうえんかい

演会等
など

の参
さんか　しゃ

加者や月
げっかんし

刊誌・

聖
せいてん

典の推
すいい

移について

　生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部が大
だいこうどう

講堂等
など

で行
おこ

う行
ぎょうじ

事（日
にちようび

曜日の一
いっぱん

般講
こうえんかい

演会等
など

）の

参
さんか　しゃすう

加者数ですが、2008 年
ねん

には、経
けいざい

済不
ふきょう

況

が影
えいきょう

響したのか、それまでの約
やく

45,000 人
にん

から約
やく

42,000 人
にん

と、7% ほど減
げんしょう

少しました。

しかし、翌
よくとし

年（2009 年
ねん

）には、それまで

の過
か　こ

去４年
ねんかん

間を上
うわまわ

回る 50,746 名
めい

（前
ぜんねん

年よ

り 21% 増
ぞう

）となっています。

　また、近
きんねん

年の月
げっかんし

刊誌・聖
せいてん

典・聖
せい

使
し　めいかい

命会の

推
すいい

移を見
み

ますと、ほとんどの数
すうじ

字が毎
まいとし

年

増
ぞうか

加の傾
けいこう

向にあり、特
とく

に聖
せいてん

典及
およ

び CD 等
など

の

販
はんばい

売部
ぶ　すう

数は 2009 年
ねん

には前
ぜんねん

年の倍
ばい

（+99.9%）

となっていて、驚
きょういてき

異的な伸
の

びを見
み

せています。

６. ３　練
れんせいかい

成会の参
さんか　しゃ

加者について

　

  従
したが

いまして「衰
すいたい

退しつつある」と言
い

っ

たことはまったく考
かんが

えられません。但
ただ

し、

練
れんせいかい

成会だけは例
れいがい

外であり、2008 年
ねん

以
い　こう

降は

若
じゃっかん

干ながら減
げんしょう

少傾
けいこう

向にあります。おそらく

これは世
せ　かいてき

界的経
けいざい

済不
ふきょう

況などが一
ひと

つの要
げんいん

因と

なっていると考
かんが

えられますが、生
せいちょう

長の家
いえ

ブ

ラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部では他
ほか

の数
すうじ

字は全
すべ

て 上
じょうしょう

昇

傾
けいこう

向にあるので、これは一時
じ

的
てき

な現
げんしょう

象であ

ると考
かんが

えています。

６. ４　テレビ番
ばんぐみ

組について

　「生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部では見
み　かえ

返り

が得
え

られないテレビ番
ばんぐみ

組に多
た　がく

額な投
とう

資
し

が行
おこな

われている」と言
い

った中
ちゅうしょう

傷もありますが、

テレビ番
ばんぐみ

組の放
ほうそう

送を始
はじ

めた初
しょき

期段
だんかい

階では、

当
とうぜん

然ながら経
けいひ

費は全
すべ

て生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル

伝
でんどう

道本
ほんぶ

部の負
ふ　たん

担でした。ところが、数
すうねんまえ

年前

から、番
ばんぐみ

組の中
なか

で、視
しちょうしゃ

聴者に対
たい

して「番
ばんぐみ

組

保
ほ　じ

持を目
もくてき

的とした寄
き　ふ

附金
きん

」を呼
よ

びかけたと

ころ、大
おお

きな反
はんきょう

響があり、今
いま

では経
けいひ

費の

40% ～ 45％が一
いっぱん

般の視
しちょうしゃ

聴者の寄
き　ふ

附金
きん

で賄
まかな

われるようになっています。

　このように寄
き　ふ

附金
きん

を納
おさ

めて下
くだ

さる人
ひとびと

々

が、増
ふ

えてきているということは、番
ばん

組
ぐみ

の

必
ひつようせい

要性及
およ

び有
ゆうこうせい

効性を裏
うらづ

付けているものであ

ると考
かんが

えられます。教
きょうか

化支
し　ぶ

部の光
こうみょう

明講
こうざ

座な

どでも、｢ テレビ番
ばんぐみ

組を観
み

て来
き

ました」と

言
い

った人
ひとびと

々が増
ふ

えてきており、｢ 見
み　かえ

返りが得
え

られないテレビ番
ばんぐみ

組に多
た　がく

額な投
とうし

資が行
おこな

われ

ている」というのは全
まった

くの事
じ　じつ

実無
む　こん

根です。

　以
いじょう

上、今
こんかい

回の問
もんだい

題について生
せいちょう

長の家
いえ

ブラ

ジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部の見
けんかい

解を述
の

べましたが、信
しんと

徒

の皆
みなさま

様をはじめ地
ち　ほう

方講
こうし

師・光
こうみょう

明実
じっせん

践委
い　いん

員の

皆
みなさま

様には、今
こんかい

回のような事
じ　じつ

実と異
こと

なる言
げんじ

辞
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に惑
まど

わされることなく、生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル

伝
でんどう

道本
ほんぶ

部の運
うんどう

動方
ほうしん

針に基
もと

づいて、毅
き　ぜん

然とし

た態
たいど

度をもって布
ふきょう

教活
かつどう

動にあたられますよ

う、ここに繰
く

り返
かえ

しお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　以
いじょう

上

　　生
せいちょう

長の家
いえ

ラテン･アメリカ　　　　　　　　　　　　　生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部

　　教
きょうか

化総
そうちょう

長　　　向
むかい

　芳
よしお

夫　　　　　　　　　　　　　 理
り　じ　ちょう

事長　　　村
むらかみ

上　真
ま　り

理枝
え

＜添
てんぷ

付資
しりょう

料＞

別
べっし

紙ｰ１　　「生
せいちょう

長の家
いえ

における儀
ぎ　しき

式の基
き　ほんてき

本的な考
かんが

え方
かた

」

　　　　　［1994 年
ねん

4 月
がつ

5 日
か

宗
しゅうきょう

教 法
ほうじん

人 ｢ 生
せいちょう

長の家
いえ

｣（国
こくさい

際本
ほんぶ

部）理
り　じ　かい

事会決
けってい

定］

別
べっし

紙ｰ２　　「生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部－近
きんねん

年の主
おも

な成
せいか

果」
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別
べっし

紙 ｰ １　　「 生
せいちょう

長 の 家
いえ

に お け る 儀
ぎ　しき

式 の

基
き　ほんてき

本的な考
かんが

え方
かた

」

「生
せいちょう

長の家
いえ

における儀
ぎしき

式の基
き　ほんてき

本的な考
かんが

え方
かた

」

　平
へいせい

成６年
ねん

(1994 年
ねん

) ４月
がつ

５日
か

理
り　じ　かい

事会決
けってい

定

Ⅰ．「生
せいちょう

長の家
いえ

における儀
ぎ　しき

式の基
き　ほんてき

本的な考
かんが

え

方
かた

」とは何
なに

か。

　(1)　生
せいちょう

長の家
いえ

は「人
にんげん

間神
かみ

の子
こ

」「万
ばん

教
きょう

帰
き　いつ

一」の真
しんり

理を説
と

きますから、世
せ

界
かい

各
かっこく

国の

人
ひと

に向
む

かって伝
でんどう

道するとき、もし生
せいちょう

長の家
いえ

の「儀
ぎ　しき

式」にどこの国
くに

にも通
つうよう

用するような

普
ふ　へんせい

遍性があれば、それは布
ふきょう

教する上
うえ

で大
たいへん

変

都
つ　ごう

合が良
よ

いわけであります。

　(2)  ところが、どのような種
しゅるい

類の神
かみ

にせ

よ、神
かみ

を祭
さい

祀
し

するのは世
せ　かい

界各
かっこく

国の人
ひとびと

々が神
かみ

を祭
まつ

るわけでありますから、そこには人
ひと

・

時
とき

・処
ところ

に応
おう

じていろいろの祭
まつ

り方
かた

が考
こうあん

案さ

れているはずです。そのために、世
せ　かい

界各
かっこく

国

の宗
しゅうきょう

教の「儀
ぎ　しき

式」の“外
がいけい

形”はまちまちで

ありますから、たとえ生
せいちょう

長の家
いえ

がどの様
よう

な

「儀
ぎ　しき

式」を考
かんが

え出
だ

しましても、何
ど　こ

処の国
くに

や

社
しゃかい

会にもそのまま適
てきよう

用できるような普
ふ　へんせい

遍性

をそれにもたせることは難
むずか

しいと考
かんが

えます。

　(3)  従
したが

いまして、ここで云
い

う「生
せいちょう

長の

家
いえ

における儀
ぎ　しき

式の基
き　ほんてき

本的な考
かんが

え方
かた

」とは

“完
かんせい

成された儀
ぎ　しき

式の手
て　ほん

本”のことではなく、

生
せいちょう

長の家
いえ

を世
せ　かい

界各
かっこく

国において布
ふきょう

教すると

き、その国
くにぐに

々の異
い　ぶんか

文化圏
けん

の社
しゃかい

会が、それぞ

れ自
し　ぜん

然に受
う

け入
い

れるような「儀
ぎ　しき

式」を考
こうあん

案

する上
うえ

での、“
”

基
き　ほん

本”となるところの「考
かんが

え

方
かた

」であります。

　(4)  それ故
ゆえ

、この「生
せいちょう

長の家
いえ

における

儀
ぎ　しき

式の基
き　ほんてき

本的な考
かんが

え方
かた

」は「祭
さいしき

式・作
さ　ほう

法」

について述
の

べるものではありましても、

「祭
さいしき

式・作
さ　ほう

法」そのものではありません。つ

まり、「形
かたち

」について述
の

べてはいますが、

一
いってい

定の決
き

められた「形
かたち

」を指
さ

して言
い

うので

はありません。この意
い　み

味で、それはわが国
くに

を始
はじ

め、世
せ　かい

界各
かっこく

国の異
い　ぶんか

文化圏
けん

において行
おこな

わ

れる、生
せいちょう

長の家
いえ

の「儀
ぎ　しき

式」を各
かっ

国
こく

の実
じじょう

情に

適
てき

合
ごう

した形
かたち

で考
こうあん

案するときに必
ひつよう

要な“基
き　ほん

本”

となる「考
かんが

え方
かた

」であると云
い

えます。

Ⅱ．「生
せいちょう

長の家
いえ

における儀
ぎ　しき

式の基
き　ほんてき

本的な考
かんが

え

方
かた

」を考
こうあん

案するときの“発
はっそう

想の起
き　てん

点”

　　生
せいちょう

長の家
いえ

の儀
ぎ　しき

式の基
き　ほん

本となります「考
かんが

え方
かた

」は、谷
たにぐち

口雅
まさ

春
はる

大
だいせいし

聖師の御
ご　ほん

本『神
かみ

の

真
しんぎ

義とその理
り　かい

解』の 99 頁
ぺージ

から 100 頁
ぺージ

に書
か

かれている ､ 次
つぎ

のようなご文
ぶん

章
しょう

に表
ひょうげん

現され

ていると考
かんが

えられます：

　　元
がんらい

来、生
せいちょう

長の家
いえ

には、冠
かんこんそうさい

婚葬祭その他
た

、
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色
いろいろ

々の人
じんせい

生に於
お

ける儀
ぎ　しき

式には生
せい

長
ちょう

の家
いえ

式
しき

と

云
い

う型
かた

がないのであります。それは生
せいちょう

長の

家
いえ

が空
から

っぽであり、能
よ

くものを容
い

るる所
ゆ　えん

以

であり、各
かく

人
じん

の祖
そ　せん

先を崇
すうはい

拝、祖
そ　せん

先の 宗
しゅうきょう

教

遺
い　ふう

風を顕
けん

彰
しょう

するのが生
せいちょう

長の家
いえ

の教
おしえ

でありま

すから、祖
そ　せん

先の遺
い　ふう

風を捨
す

てせしめず、生
せいちょう

長

の家
いえ

独
どくとく

特のものを主
しゅちょう

張しないところに特
とくしょく

色

があるのであります。

　　祖
そ　せん

先崇
すうはい

拝の遺
い　ふう

風を顕
けんしょう

彰せんが為
ため

に、

生
せいちょう

長の家
いえ

誌
し

友
ゆう

たるものは、祖
そ　せん

先の信
しん

じておっ

た宗
しゅうきょう

教の儀
ぎ　れい

礼に随
したが

って、冠
かんこんそうさい

婚葬祭等
など

は行
おこな

う

べしとしたのであります。これは「教
きょうぎ

義な

き教
きょうぎ

義」と等
ひと

しく「儀
ぎ　しき

式なき儀
ぎ　しき

式」に当
あた

る

のでありますが、併
しか

し、祖
そ　せん

先と云
い

うものが

ない人
ひと

が中
なか

にはある。先
せんこく

刻申
もう

しました様
よう

に、

孤
こ　じ

児とか捨
すてご

子とかで自
じ　ぶん

分の親
おや

が何
なん

の宗
しゅうは

派

であったか知
し

らぬ、自
じ　ぶん

分には在
ざいらい

来の 宗
しゅうきょう

教

がないし、自
じ　ぶん

分は生
せいちょう

長の家
いえ

に入
はい

って救
すく

われ

たのだから、死
し

んだ時
とき

にも生
せいちょう

長の家
いえ

で葬
そう

式
しき

して欲
ほ

しいと云
い

う人
ひと

もなきにしもあらずで

すから、そういう人
ひと

の為
ため

にはかって『生
せいめい

命

の藝
げいじゅつ

術』と云う雑
ざっし

誌に発
はっぴょう

表された事
こと

もあ

り、霊
れい

を悟
さと

りに導
みちび

く「久
く

遠
おん

いのちの歌
うた

」と

云
い

うのもあり、聖
せい

経
きょう

『甘
かんろ

露の法
ほう

雨
う

』『天
てんし

使の

言
ことば

葉』等
など

と云
い

う詩
し

もありますから、文
もんぶしょう

部省

の係
かかりかん

官の希
き　ぼう

望によって、それを書
か

いたのです。

Ⅲ．第
だい

一義
ぎ

の神
かみ

の祭
さいし

祀における生
せいちょう

長の家
いえ

の

「儀
ぎ　しき

式」の２つの要
ようそ

素

　　生
せいちょう

長の家
いえ

において、神
かみ

を祭
さい

祀
し

するとき、

その「儀
ぎ　しき

式」はいろいろの要
ようそ

素が総
そうごう

合して

構
こうせい

成されています。例
たと

えば、その「儀
ぎ　しき

式」

は如
い　か

何なる神
かみ

を祭
まつ

るのか。また、それは

どなたが主
しゅさい

斎し、誰
だれ

が参
さんか

加するのか。更
さら

に、「式
しきし　だい

次第」はどうなっているか。祝
のりと

詞の

文
ぶんげん

言はどうか。祭
さいだん

壇の飾
かざ

りつけ、供
そな

えもの

はどうか、等
などなど

々であります。このように、

「儀
ぎ　しき

式」というものは種
しゅじゅ

々の構
こうせい

成要
ようそ

素から

成
な

り立
た

っておりますが、ここでは「生
せいちょう

長の

家
いえ

における儀
ぎ　しき

式の基
き　ほんてき

本的な考
かんが

え方
かた

」を考
こうさつ

察

する上
うえ

で、論
ろんし

旨を分
わ

かり易
やす

くするために、

儀
ぎ　しき

式の要
ようそ

素を「心
しんてき

的要
よう

素
そ

」と「形
けいしきてき

式的要
ようそ

素」

の二
ふた

つに分
わ

けて考
かんが

えました。

　　「心
しんてき

的要
ようそ

素」とは、「信
しんこう

仰」「祭
まつ

る心
こころ

」

「祈
いの

る心
こころ

」などで、世
せ　かい

界各
かっこく

国の異
い　ぶんか

文化圏
けん

の

国
くに

の人
ひとびと

々の間
あいだ

でも等
ひと

しく把
は　じ

持できるところ

の、普
ふ　へんせい

遍性のある要
ようそ

素であります。例
たと

えば、

英
えいご

語圏
けん

の国
くに

でみ教
おし

えを正
ただ

しく理
り　かい

会させるこ

とが出
で　き

来れば、第
だい

一義
ぎ

の神
かみ

を祭
まつ

る「儀
ぎ　しき

式」

において、生
せいちょう

長の家
いえ

の招
かみ

神
よびうた

歌を英
えいご

語で唱
とな

え、

第
だい

一義
ぎ

の神
かみ

へ呼
よ

びかける言
ことば

葉を唱
とな

え、英
えいぶん

文

の聖
せい

経
きょう

『甘
かんろ

露の法
ほう

雨
う

』を読
どくじゅ

誦しても、これ

が受
う

け入
い

れられる普
ふ　へんせい

遍性があるものと考
かんが

え

ます。（但
ただ

し、例
たと

えば、生
せいちょう

長の家
いえ

の招
かみ

神
よびうた

歌を

唱
とな

えるとき、日
に　ほんご

本語のままで節
ふし

をつけて唱
とな

える「形
けいしき

式」をとりますと、それは外
がいこく

国で



15

すぐに理
り　かい

会されるとは限
かぎ

りません）

　　しかし、第
だい

一義
ぎ

の神
かみ

を祭
まつ

ることでは

あっても、それが心
しんてき

的要
ようそ

素から外
がいかい

界に現
あら

わ

れ、具
ぐ　たいてき

体的な祈
いの

りの仕
し　かた

方などの「形
けいしき

式」と

なったものは、外
がいこく

国の異
い　ぶんか

文化圏
けん

の国
くに

の人
ひとびと

々

の間
あいだ

では、いくらみ教
おし

えの神
しんずい

髄を正
ただ

しく伝
つた

えても、「祈
いの

りの形
けい

式
しき

」が受
う

け入
い

れられると

は限
かぎ

りません。なぜなら、祈
いの

り方
かた

とか祈
いの

り

の動
どうさ

作等
など

の「形
けいしき

式」は、世
せ　かい

界の各
かっこく

国の人
ひとびと

々

の慣
かんしゅう

習や伝
でんとう

統が異
こと

なるはずでありますから、

日
に　ほん

本で考
こうあん

案した「祈
いの

りの形
けいしき

式」が、海
かいがい

外の

地
ち

でそのまま受
う

け入
い

れられる保
ほしょう

証はないか

らです。つまり儀
ぎ　しき

式の「形
けいしきてき

式的要
ようそ

素」には

普
ふ　へんせい

遍性は「無
む

」いと考
かんが

えることが出
で　き

来ま

す。例
たと

えば、永
なが

い年
ねんげつ

月にわたってキリスト

教
きょう

の影
えいきょう

響をうけて発
はってん

展して来
き

た、ある外
がいこく

国

の都
と   し

市で、日
に  ほん

本文
ぶんか

化にうとい人
ひとびと

々を集
あつ

めて

第
だい

一義
ぎ

の神
かみ

を祭
さい

祀
し

する際
さい

、何
なん

の説
せつめい

明もなし

に日
に  ほん

本の神
しんどう

道に則
のっと

る「礼
れいしき

式・作
さ  ほう

法」で行
おこな

っ

たならば、おそらく参
さんか  しゃ

加者たちの大
たいはん

半は

“拒
きょひ

否反
はんのう

応”を起
お

こすかも知
し

れません。これ

は第
だい

一義
ぎ

の神
かみ

の祭
さいし

祀であっても、「儀
ぎ  しき

式」の

「形
かたち

」そのものには普
ふ  へんせい

遍性がないからであり

ます。

　　以
いじょう

上のことを図
ず  しきてき

式的にまとめると、次
つぎ

のようになります：

 心
しんてき

的要
ようそ

素  －→　普
ふ  へんてき

遍的

 儀
ぎ  しき

式

 形
けいしきてき

式的要
ようそ

素  －→　普
ふ  へんてき

遍的でない

↵
↵

Ⅳ．第
だい

一義
ぎ

の神
かみ

の祭
さいし

祀における「基
き  ほんてき

本的 考
かんが

え方
かた

」

第
だい

一義
ぎ

の神
かみ

を祭
さい

祀
し

する際
さい

の「心
しんてき

的要
ようそ

素」に

は、普
ふ   へんせい

遍性があります。従
したが

って、「聖
せい

経
きょう

読
どくじゅ

誦」や「実
じっそう

相礼
らいはい

拝」の「心
しんてき

的要
ようそ

素」には、

普
ふ   へんせい

遍性があるはずです。即
すなわ

ち、み教
おし

えを正
ただ

しく伝
つた

えて第
だい

一義
ぎ

の神
かみ

を把
は  あく

握させれば、た

とえ世
せ  かい

界の如
い  か

何なる国
くに

の人
ひとびと

々でも、この第
だい

一義
ぎ

の神
かみ

に対
たい

する「信
しんこう

仰」「祭
まつ

る心
こころ

」「祈
いの

る

心
こころ

」は、相
そうご

互に理
り  かい

会できて共
きょうつう

通しているも

のと考
かんが

えます。例
たと

えば、現
げんち

地語
ご

に翻
ほん

訳
やく

され
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た聖
せい

経
きょう

『甘
かんろ

露の法
ほう

雨
う

』の読
どくじゅ

誦は、第
だい

一義
ぎ

の神
かみ

を祭
まつ

る心
こころ

を培
つちか

うという意
いみ

味において

普
ふ  へんせい

遍性があります。

　　従
したが

いまして、例
たと

えば「実
じっそう

相礼
らいはい

拝」の

場
ば  あい

合、み教
おし

えによって、第
だい

一義
ぎ

の神
かみ

を把
は  あく

握

させ、「実
じっそう

相」を礼
らいはい

拝する意
い  ぎ

義を説
と

き、実
じっさい

際

に「儀
ぎ  しき

式」において「実
じっ

相
そう

礼
らいはい

拝」を行
おこな

うこ

と自
じ  たい

体には普
ふ  へんせい

遍性があり、全
すべ

ての国
くに

の人
ひとびと

々

から受
う

け入
い

れられると考
かんが

えます。しかし、

具
ぐ  たいてき

体的な礼
らいはい

拝の方
ほうほう

法となりますと、例
たと

えば

「正
せいざ

座して威
い   ぎ

儀を正
ただ

し、二拝
はい

、二拍
はくしゅ

手、一

揖
ゆう

」するという「形
けいしきてき

式的要
ようそ

素」は、外
がいこく

国の

異
い   ぶんか

文化圏
けん

の人
ひとびと

々にはすぐさまなじめないと

ころがあると考
かんが

えます。だから、そのよう

な国
くに

での布
ふきょう

教では、実
じっそう

相世
せ  かい

界の中
ちゅうしん

心帰
き  いつ

一の

秩
ちつじょ

序を「形
かたち

」にあらわすように留
りゅうい

意しながら、

その国
くに

の社
しゃかい

会の文
ぶんか  てき

化的な伝
でんとう

統や習
しゅうかん

慣を考
こうりょ

慮

して礼
らいはい

拝の方
ほうほう

法を考
こうあん

案します。これには、

海
かいがい

外現
げんち

地からの情
じょうほう

報や資
しりょう

料を幅
はばひろ

広く入
にゅうしゅ

手し

て検
けんとう

討しなければなりません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　以
いじょう

上

別
べっし

紙ｰ２　　「生
せいちょう

長の家
いえ

ブラジル伝
でんどう

道本
ほんぶ

部－近
きんねん

年の主
おも

な成
せいか

果」

「光
こうみょう

明講
こうざ

座」の参
さんか    しゃすう

加者数・行
ぎょうじちゅう

事中の聖
せいてん

典等
など

の売
うり  あげだか

上高

年
ねんど

度 開
かい  さいすう

催数

年
ねん  ど

度別
べつ

参
さん か  しゃすう

加者数

過
か  こ

去 2 年
ねんかん

間

の合
ごうけい

計

聖
せいてん

典等
など

の売
うり  あげだか

上高 (R$ ﾚｱﾙ )

年
ねんど

度別
べつ

過
か  こ

去 2 年
ねんかん

間

の合
ごうけい

計

2003 36 27,576 77,426

2004 42 37,828 65,404 129,054 206,480

2005 37 28,569 66,397 117,752 246,806

2006 42 40,821 69,390 223,098 340,850

2007 40 31,247 72,068 171,145 394,243

2008 41 39,919 71,166 252,023 423,168

2009 42 34,269 74,188 214,112 466,135
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月
げっ   かんし

刊誌・聖
せいてん

典・聖
せい

使
し   めいかい

命会の推
すいい

移

月
げっ  かんし

刊誌（神
しんし

誌）

発
はっこう

行部
ぶ  すう

数

聖
せいてん

典及
およ

び CD 等
など

の

年
ねん かん

間販
はん ばい

売部
ぶ すう

数

聖
せい

使
し  めい かい

命会員
いんすう

数

2004 512,612 223,229

2005 503,151 226,000(*) 211,759

2006 494,305 265,695 226,495

2007 500.333 274,982 223,341

2008 507,425 257,226 229,425

2009 513,375 514,149 234,419

 　(*) 概
がいさん

算

伝
でんどう

道本
ほん ぶ

部大
だい　こう　どう

講堂における週
しゅうかん

間行
ぎょうじ

事及
およ

び式
しきてん

典における参
さん　か　しゃすう

加者数

( ) は行
ぎょうじ

事・式
しきてん

典の開
かい　さいすう

催数
2004 2005 2006 2007 2008 2009

40,756

(236)

50,377

(241)

44,998

(236)

44,926

(236)

41,939

(250)

50,746

(257)

練
れん

成
せいどうじょう

道場における参
さん　か　しゃすう

加者数　－ ( ) は練
れん　せいかい

成会の開
かい　さいすう

催数

練
れんせい

成道
どうじょう

場 2004 2005 2006 2007 2008 2009

ｲﾋﾞｳｰﾅ 20,995

(48)

19,428

(52)

19,181

(49)

20,854

(51)

18,786

(50)

17,111

(50)

ｻﾝﾀﾃｸﾗ 5,851

(32)

6,352

(37)

6,188

(35)

6,131

(35)

5,458

(35)

4,939

(35)

ｻﾝﾀﾌｪｰ 4,415

(33)

3,634

(31)

4,660

(33)

4,486

(31)

4,532

(33)

5,006

(38)

ｸﾘﾁｰﾊﾞ － － 2,153

(16)

2,705

(20)

2,888

(24)

2,778

(22)

合
ごう

計
けい

31,261

(113)

29,414

(120)

32,182

(133)

34,176

(137)

31,664

(142)

29,834

(145)
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